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平成１２年度第３回ＣＲＤセミナー 
 
日 時：3月2日(金) 10:30～ 
場 所：本センター創設10周年記念産学交流室 
共 催：共同研究推進セミナー実行委員会、 
        ＣＲＤセンター研究協力会 
 
総合テーマ：新素材を用いた既設ＲＣ版の耐力向上技術に関する研究 
 
 
テーマⅠ：ＦＲＰシート補強ＲＣ版の疲労強度推定に関する調査研究 
 
      客員教授 三上 浩 
(三井建設㈱技術研究所主席研究員) 
 
 近年、車輌総重量の規制緩和や設計自動車荷重の増大による道路橋鉄筋コンクリート床版の早期劣化が
懸念され、早急な補強対策の実施が強く望まれている。従来は床版下面に一方向強化繊維シートを直交し
て貼付けていたが、本研究では工期短縮、コスト縮減に資する補強工法として二方向アラミド繊維シート
を貼付ける工法を提案し、補強後床版の疲労強度を輪荷重走行試験により推定した。その結果、昭和 39
年道路橋示方書に準拠して製作した床版を上記工法で補強することにより、平成 8年示方書に準拠して製
作した床版と同等程度の疲労強度にまで向上可能であることが明らかとなった。 
 
テーマⅡ：ＦＲＰシート補強ＲＣ版の押し抜きせん断耐荷性状に関する研究 
 
    建設工学専攻博士後期課程２年 栗橋 祐介 
 
軽量で高引張強度を有する新素材繊維 (FRP) シートを
用いた既存 RC構造物の補修・補強工事が盛んに行われて
いる。しかしながら、補強後における RC部材の耐荷性状
や破壊性状については未だ未解明な部分も多く残されてい
る。本研究では、道路橋床版などの面部材をFRPシートで
補強する場合を想定し、シートの補強効果を実験的に検討
した。実験の結果、右の写真のようにシートを RC版の下
面に接着することにより、コンクリートの剥落が抑制され
押し抜きせん断耐力も向上することが明らかとなった。ま
た、実験終了後のひび割れ性状に基づいて、シート補強に
よる耐力向上効果のメカニズムに関する検討を行った。 
 
テーマⅢ：ＦＲＰシート補強ＲＣ版の衝撃耐荷性状に関する実験的研究 
 
    建設システム工学科教授 岸 徳光 
 
  北海道では、特に日本海側などにおいて落石災害が多発している。
従って、落石覆道頂版部など衝撃的外力を受ける構造物に関する合
理的な耐衝撃性向上法の確立が急務となっている。本研究では、RC
製面部材の効率的な補強方法として、FRPシートによる下面接着工法
を提案し実験的に検討を行っている。実験は、FRPシート補強した R
C版模型を用い、本学の「構造物耐衝撃耐荷力評価試験装置」にて実
施した。実験結果、FRPシート補強することにより、動的耐力が無補
強に比較して 1.2～1.3倍程度増大し、静載荷実験と同様 RC版下面
の著しい損傷を抑制可能であることが明らかとなった。 
 
企業技術者、本学教職員､学生の皆様のご来聴をお願いいたします。 
   無補強      FRPシート補強後 
 実験終了後のRC版下面の破壊状況 
実験状況 
平成12年度第４回ＣＲＤセミナー 
 
日 時：3月14日（水）13：00～13：50 
場 所：本センター創設10周年記念産学交流室 
共 催：共同研究推進セミナー実行委員会、 
     ＣＲＤセンター研究協力会 
 
 北海道は日本最大の酪農王国である。乳牛頭数は約90万頭、生乳生産量は 857万トン (全
国の42％)である。これら家畜から排出する糞尿は乳牛だけでも54,000トン/dayになる。北海
道には乳牛以外に41万頭の肉牛、54万頭の肉豚、850万羽の鶏がいる。これら家畜の糞尿は単
なる廃棄物ではなく、持続可能な有効資源にしなければならない。 
ここでは、本多芳彦客員教授より、乳製品製造にかかわる有機性廃棄物に関する問題点を提
起していただく。引き続き本学で研究を進めているバイオマスによる熱回収システムの開発と
バイオマス中の好熱菌についての研究経過を発表する。 
  
プ ロ グ ラ ム         (＿は発表者)    
 
テーマⅠ：乳製品製造工程における廃棄物問題について 
                                                                 客員教授 本多 芳彦
                                              (雪印乳業㈱札幌研究所所長) 
テーマⅡ：バイオマスによる熱回収システムの開発 
室蘭工業大学 応用化学科教授 小幡 英二 
室蘭工業大学 応用化学専攻  名達 知晃 
 
テーマⅢ：バイオマス中の好熱菌 
                       室蘭工業大学 応用化学科講師 安居 光國 
                       室蘭工業大学 応用化学科   仁科 俊輔 
 
企業技術者、本学教職員､学生の皆様のご来聴をお願いいたします。 
産学連携と地域貢献は誰の取り組み  
 学外の方々との連携で技術相談、共同研究、受託
研究などのコーディネーションができるかできない
かの成否は、分野ごとの専門家である研究者の意識
の違いによる熱の差があるということに大きく影響
されています。これが、産学連携へ積極的かそうで
ないかの違いでありますが、外部の方々はどの分野
の教官に対しても等質に技術相談に対応するものと
とらえられていることを知ることも重要でしょう。  
 積極的である先生にあたればその大学は産学連携
に意欲的と取られるが、たまたま、そうではなく学
術的に指向が向いていてその分野での業績が著しい
が、相談案件への対応への関心が薄いと、その相談
者はあきらめることとなり敷居が高いと見ることに
なります。その際ふさわしい外部の方をご存じであ
れば紹介頂くだけでも評価は上がるものです。 
 大学とは、いろいろな考え方があって学術専門に
取り組む（10年 20年先の先端をにらんだ研究や、
基礎研究）方、応用研究、開発研究に取り組む方な
ど様々。それこそユニバーシティであり、自由な研
究、発想からプログレスが始まることでどの指向も
全く正しい。その意味で産学連携の活発さだけで評
価されるのも学術活動だけで評価されるのも片手落
ちです。しかし、学外の方々の見方が地域貢献と産
学連携でのシーズやニーズの展開から景気回復を望
む声も、大学の独立行政法人化の中で外部資金の獲
得が大きな文部科学省の評価となっている現実を無
視できない状況です。そんな中では、学外の方への 
 
サービス業としての側面を持った対応が必要でしょ
う。 
今後はリエゾン（大学の眠れるシーズの掘り起こ
しによる技術面での地域や社会貢献を探る）活動が
盛んに要求され、そういう人材が求められています。
現実に産学連携を盛んに行っていると評価されてい
る大学にはこのリエゾンを活発化させることを大き
な柱に掲げる人材として純増教員が配置されていま
す。配置されてない場合でも独自で非常勤講師とし
て外部の専門家を雇う大学も数多くでてきています。
いずれにしてもこのリエゾン活動を向上させること
が大学の評価の向上につながる一側面となってきて
います。こういう状況では、現在までに産学連携と
地域貢献に積極的に取り組んでいる教官やリエゾン
を目指す教官、職員、センターなりに任せるだけで
は更なる発展と向上は困難と予想されます。その意
味で全ての教官の力が必要です。各自が技術や知識
の普及への一取り組みとして位置付けた技術相談へ
の理解を深めていくことがまず第一歩でしょう。大
学に対する技術相談や地域貢献への相談や期待を寄
せたいと考えている方や、企業等へのアプローチを
することも必要です。そのため外部からの相談への
取り組みも一つの外部評価の大きな指針になること
を各教官の先生方にも理解していくことが必要でし
ょう。その意味で産学連携と地域への社会貢献はす
べての教職員の課題ととらえていくことが重要だと
思います。               
       ＣＲＤセンター助教授 飯島 徹
